
 

 

【神奈川県】 

現在の景気：輸出や生産の回復力が弱く、足踏み状態。 

３か月程度の見通し：足踏み状態が続くとみられている。 

個人消費：上向き。２月の大型小売店販売（店調前、速報、季調済）は前月比1.9％減少。

３か月移動平均は増加。３月の乗用車販売台数（軽含む、速報、季調済）は前月比横這い。

３か月移動平均は増加。 

住宅建築：横這い。２月の住宅着工戸数（季調済）は前月比32.2％増加。３か月移動平均は

ほぼ横這い。持家、分譲住宅のマンションが減少したものの、貸家、分譲住宅の戸建が増加。 

設備投資：持ち直し。日本銀行横浜支店の「日銀短観（神奈川県分）」によると、県内企業

の 2011 年度下期の設備投資額（実績見込み）は前年比 15.7％増加。前回調査（2011 年 12

月調査）比 6.3％下方修正。 

公共工事：増勢鈍化。３月の公共工事請負額は前年比 14.0％減少。３か月移動平均は増勢

を維持。国が増加、県が横這い、市町村が減少。 

輸出：横這い。２月の県内通関輸出額（季調済）は前月比 16.1％増加。３か月移動平均は

横這い圏内で推移。北米向け、アセアン向けなどが増加しているものの、中国向けやＮＩＥ

ｓ向けなどが弱い動き。 

生産活動：横這い。１月の鉱工業生産指数（季調済）は前月比 6.0％低下。３か月移動平均

は横這い圏内で推移。金属製品、輸送機械が上昇、鉄鋼、化学、電子部品・デバイスなどが

低下。 

観光：横這い。２月の県内ホテルの客室稼働率は、箱根が前年比低下、横浜が上昇。横浜は

アジアからの団体客の宿泊が好調。 

雇用情勢：緩やかな改善。２月の有効求人倍率は前月比同水準の 0.52 倍。雇用保険被保険

者数（季調済）は前月比 0.2％増と４か月連続で増加。 

（トピックス） 

○浜銀総合研究所の「企業経営予測調査」（対象：県内の中小・中堅企業、３月実施、回答

企業 567 社、回収率 43.8％）によると、業況判断Ｄ.Ｉ.（全産業ベース、業況が｢良い｣

－｢悪い｣、回答社数構成比、％）は前回調査比３ポイント上昇し△26。円高水準の修正、

消費活動の持ち直しなどから、景況感はわずかに上向く。６月末時点の業況判断Ｄ.Ｉ.

（予想）は全産業ベースで３月末比１ポイントの低下を見込む。 



 

 

＜主要産業の動向 －神奈川県－ ＞ 

 

○ 一般機械：弱含み。１月の一般機械生産指数（季調済）は前月比 14.9％低下し４か月ぶり

に低下、３か月移動平均も低下。フラットパネル・ディスプレイ製造装置、蒸気タービン部

品、汎用内燃機関などが減産。 

 

○ 電気機械：弱含み。１月の電気機械（旧分類）生産指数（季調済）は前月比 12.3％低下、

３か月移動平均も低下。電気機械（新分類）が交流発電機、開閉制御装置などの減産から前

月比 25.3％低下、情報通信機械が外部記憶装置、汎用コンピュータなどの減産から 9.2％低

下、電子部品・デバイスがコネクタなどの増産から 3.3％上昇。 

 

○トラック：増加。１月の県内トラック生産台数（季調済）は前月比 3.7％増の３万 5,198 台。

３か月移動平均も上昇。復興需要に支えられ国内向けが堅調に推移。 

 

○百貨店：持ち直し。神奈川県百貨店協会によると、２月の売上高（横浜市内７店舗）は前年

比 2.7％増と３か月連続で増加。気温が低めに推移した影響から春物衣料品の出足が鈍った

ものの、マフラーやストールなどの防寒アイテムが好調。３月は新生活関連商品を中心に前

年比増加。 


